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生涯学習センターで子ども食堂を行
う際の会場使用について

　枚方市内の生涯学習センターで子ども食堂を開催する際、会場使用料を
支払う必要があるとのことです。子ども食堂では、子どもが生涯学習セン
ターを利用する時と同様に、100%の減免を行うことはできないでしょうか。

　本市では、子どもの居場所づくり推進事業として、「子ども食堂」を実施している団体に補助金を交付するなど、さまざまな支援を行っているところです。
　ご意見にありました生涯学習市民センターにて、子ども食堂を開催する際の使用料につきましては、子どもの居場所づくり推進事業の趣旨に鑑みて、各施設の利用回数に上限を
設定し、各団体ひと月に１回限り、本来減免とならない料理室を含む各室の使用料を100％減免とする取扱いとしております。
　また、団体の半数以上が18歳以下の者（子ども）で構成される団体については、半数以上が18歳以下の者（子ども）で使用された部屋の使用料が100％減免となりますので、団体
の構成や当日の使用状況によっては、減免の対象となる場合があります。
　今後も子どもの居場所づくりをはじめとして、子ども達が安心して健やかに過ごせる街づくりに取り組んでまいります。

2025/1/6 2025/2/4
文化生涯学習課
子ども青少年政策課

公園の遊具について
　市外から引っ越してきましたが、枚方市の公園の遊具の少なさに驚きまし
た。ぜひ子どものために楽しくて充実した大きな遊具を公園につくってほし
いです。

　公園の遊具につきましては、子ども達が思いっきり楽しく遊べることや、保護者の皆さまが安心して、のびのびと子ども達を遊ばせられるものであることが、大切だと考えておりま
す。
　そのためにも、子ども達がワクワクするような遊具や休憩施設等を公園に設置し、子育て世帯の皆さまが楽しく安全に過ごせる空間づくりを進めるべく、令和７年度の予算化に向
けて取り組んでいるところです。
　今後も、いただいたご意見や他市の事例などを参考に、さらに魅力のある公園づくりを目指してまいります。

2025/1/20 2025/2/18 公園みどり課

自主防災会について
　地域の自主防災会は、高齢の方々が中心となっていますが、大学生や20
代を中心とした防災会の設立を検討していただけないでしょうか。

　本市では、自治会で構成される校区コミュニティを中心とした自主防災会が設置され、防災訓練や避難所運営マニュアルの作成など共助の活動に取り組んでいただいております。
防災会の活動は、地域の防災力を高め、安全で住みやすい地域づくりを進める観点から重要なものであり、市としても支援を行っているところです。
　防災会は、地域の自発性に基づいて運営される組織であるため、市がその構成に直接的に関与することや、同じ地域に新たな防災会を設置することは困難ではありますが、ご意
見にありましたように、災害時の避難所運営等には若い方を始め、多様な地域住民の参画が望まれるものと考えております。
　今後も、地域への職員派遣や先進事例の情報提供などを通じて、広く地域の方々に自主防災活動に参加していただけるよう、活動の普及、活性化に取り組んでまいります。

2025/1/21 2025/2/18 危機管理対策推進課

市長への提言　令和7年2月末日現在


